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Into my Packet

後藤滋樹の新・社会楽
第31回「キーボード談義」

後藤滋樹
goto@goto.info.waseda.ac.jp
●早稲田大学理工学部情報学科

C  O  L  U  M  N

【道具に凝るか、肩が凝るか】

どのような分野にも道具に凝る人がいる。いわゆるマニアと

までいかなくても「××にはちょっとうるさい」人たちである。

一方で道具に無頓着な人もいる。「弘法、筆を選ばず」という

わけだ。パソコンの世界でもブランド信仰があるし、それを利

用した商売戦略が成立している。また、DOS/Vのパソコンを

自分で組み立てるマニアには、マザーボードの選択から始まる

無限の楽しみが残されている。

パソコンはデジタル機器であるから、カタログの上で機能を

比べてみても、どれも遜色ないように見える。しかし、私自身

の経験でもディスプレイとキーボードの選択は仕事の能率に思

った以上に影響する。

ディスプレイが見にくいと目が疲れる。疲労の具合には個人

差があるようだ。敏感な人は用心したほうが良い。またキーボ

ードも馬鹿にはできない。妙な配列のキーボードを使うと、タ

ッチタイプが裏目に出て入力を間違えてしまう。「あれ、あれ」

と言っている間に無駄な時間が経過していく。

【キーボード戦争、JIS対ASCII】

キーボードの問題は、実は根が深い。というのも基本的な配

列が2種類あるからだ。日本で普及しているのはJIS型配列で

ある。これは昔のA SCII型を原型としているが、現在アメリカ

などで普通に使われているASCII型とは記号類の配置などが異

なる。

私の研究室では、米国製ワークステーションとパソコンとを

併用していることもあり、ほとんどのパソコンにはASCII型のキ

ーボードを付けている。

筆者がNTT研究所に勤務していた頃、先輩の竹内郁雄氏

（現電通大教授）は「JISキーボードはダメだ。撲滅するために

キャンペーンをしよう」と呼びかけ、雑誌bitで『キーボード談

義』という連載記事を企画した。私も執筆に参加した次第で

あるが、その努力もむなしく、JISキーボードは広がるばかりであ

った。

実際にJISキーボードには使いにくい点がある。私自身は日

本語をローマ字で入力するため、JIS型のご利益（りやく）は感

じない。

例えばJIS型の右手中段のキーは と並んで

いて、その右にEnterがある。

ASCII型では の右がEnterなので、1つキーの数

が少ない。これは右手の下段でも同じであって、右のShiftキー

の左側にJIS型では が余分にある。

このキーの数の違いが、盤面を見ないで打つ時の誤りの原因

になる。さらに最近のラップトップパソコンのキーボードでは、

1つ余分なキーがあるためか、キーの横幅を妙に縮めたものが

ある。特定のキーだけが狭幅になっているのは、何とも奇妙な、

気の毒なような感じがする。

【栄光のVT-100】

米国式のASCII型を好む人がほぼ標準と見なしているのは、

SUNワークステーションのキーボードだろう。そのSUNのキー

ボードの原型は、DECのVT-100という端末のキーボードである。

私はSUN-1が日本に初めて輸入された時のことを覚えている。

SUN-1は色が黒であった。キーボードも黒で、その配列はVT-

100にそっくりであった。ただしキーを押した時の感触は別で、

事実あるキーを押下することができないという欠陥があった。

VT-100といえば、今日でも端末エミュレータ、つまりエスケ

ープ（ESC）シーケンスの標準として名前が残っている。イン

ターネット時代にも引き継がれているのは凄い。

ただし、当時のVT-100は英文字専用の端末であって、画面

の上で漢字が表示可能になったのはずいぶん後のことである。

昔話だけでなく、新しい話題にも触れておこう。この文章は

先ほどからマイクロソフトのナチュラルキーボード（ASCII型、

メキシコ製）を使って書いている。このキーボードは見た目が

風変わりであって、普通のキーボードを左右に引き裂いたよう

な配列になっている。さらに普通のキーボードでは奥の方を持

ち上げて高さを調節することが多

いが、このナチュラルでは手

前側を持ち上げるリスト

レバーというものが付

いている。手前を

持ち上げる意

味がよく理解

できなかった

が、実際に試

してみると、リ

ストレバーを

使ったほうが

調子が良い。
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